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１．はじめに  

 （一社）日本アルミニウム協会の土木製品開発委員会耐久性 WG は，全国各地で使用されているアルミニ

ウム合金製土木製品を調査し，その耐久性を検証している．アルミニウム合金は優れた耐食性を有しているた

め，塩害地域等高い耐食性を求められる地域を中心にアルミニウム合金製の高欄，車両用防護柵および照明ポ

ールに広く使用されている．また，上記製品の支柱は，コンクリート中においても，異種金属接触腐食を防止

することで長期間にわたり問題無く使用されている． 

アルミニウム合金のコンクリート中における腐食挙動に関して調査した報告は複数存在しており，コンクリ

ート硬化後のアルミニウム合金の腐食速度は遅いことが知られている 1) , 2)．しかし，腐食による強度低下とい

う観点から長期耐久性を検証した報告は無い．そこで，コンクリート中に埋設されて使用されるアルミニウム

合金製品の長期耐久性を，腐食挙動および機械的性質の両面から確認する事を目的として，腐食促進試験，大

気暴露試験ならびに実体調査を実施した．これらの検討に先立ちアルカリ溶液浸漬試験を実施し，コンクリー

ト埋設直後の腐食挙動を検証した結果について今回報告する． 

２．試験方法 

 試料には A6061-T6 押出材を使用した．化学成分を表 1に示す．試料を 50 mm × 150 mm × 5mmt に切断し，

評価面（40 mm × 140 mm）以外を PTFE 製テープでマスキングし試験片とした． 

試験液にセメント抽出液を用いる事でコンクリート埋設直後の腐食挙動を確認した．セメント抽出液は，普

通ポルトランドセメント：イオン交換水＝1：4 の重量比で混合したスラリーを 6 h 撹拌し，1 h 静置後の上澄

み液を吸引濾過して作製した．セメント抽出液の化学成分を表 2に示す．また，比較のため，NaOH 溶液（31.5 

mol/m
3），Ca(OH)2溶液（17.4 mol/m

3）および Ca(OH)2（17.4 mol/m
3）+ Na2SO4（12.6 mol/m

3）溶液を用いセメ

ント抽出液との腐食挙動を比較した．いずれも，セメント抽出液の pH（298 K のとき pH 12.5）と同じ pH に

なるよう濃度調製した． 

298 K に保持した試験液中に試験片を浸漬し，セメント抽出液においては最大 672 h，その他の試験液におい

ては最大 3 h 試験を実施した． 

試験前および腐食生成物除去後における試験片重量の差から腐食重量減少量を求め腐食挙動を評価した．尚，

腐食生成物は，368 K の 733 mol/m
3
 H3PO4 + 180 mol/m

3
 CrO3溶液中に 300 s 間浸漬し除去した． 
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表 2 セメント抽出液の化学成分（mol/m
3） 

表 1 試験片の化学成分（mass%） 
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３．試験結果  

 各試験液中における 3 h 後までの腐食重量減少量を図 1に示す．腐食重量減少量は，いずれの試験液中にお

いても経時的に増加しており，NaOH 溶液，Ca(OH)2溶液，Ca(OH)2 + Na2SO4溶液，セメント抽出液の順に少

なくなっている．セメント抽出液中における腐食重量減少量は NaOH 溶液中に比べて著しく少なく，pH は同

一であるため，試験液の化学成分の差異によって腐食が抑制されている．また，Ca(OH)2溶液中における腐食

重量減少量は NaOH 溶液中に比べて少なく，さらに Na2SO4を添加することによってセメント抽出液と同程度

まで減少することから，セメント抽出液に含まれる Ca
2+および SO4

2-によって腐食が抑制されていると言える．

この現象は Ca
2+および SO4

2-の存在によって，試験片の表面に保護性を有する皮膜が形成されることに起因し

ていると推定した． 

セメント抽出液中における 672 h 後までの腐食重量減少量を図 2に示す．腐食重量減少量は経時的に増加し

ているが，時間の経過に伴い，増加は緩やかになっている．図 2の腐食重量減少量からセメント抽出液中にお

ける腐食速度を求めた．腐食速度は，168 h～672 h 間の腐食重量減少量の直線を外挿し，試験片に均一腐食が

生じていることを前提として算出し，0.11 mm/yr であった．一般的に，0.12 mm/yr 以下であれば耐食性を有す

る材料とみなせることから，他に腐食を加速させる因子（地際部からの塩分の侵入，異種金属との接触）が存

在しない場合，アルミニウム合金はコンクリート埋設直後の環境において耐食性を有していると言える． 

 

４．まとめ 

アルカリ溶液浸漬試験を実施し，コンクリート埋設直後におけるアルミニウム合金の腐食挙動を検証した．

その結果，セメント抽出液の腐食重量減少量は NaOH 溶液に比べて著しく少なく，セメント抽出液中に含ま

れる Ca
2+および SO4

2-の存在によって腐食が抑制されることを確認した．また，セメント抽出液中における腐

食速度は 0.11 mm/yr であり，他に腐食を加速させる因子が存在しない場合，コンクリート埋設直後の環境に

おいて耐食性を有していることを確認した．今後は，腐食促進試験，大気暴露試験を実施し，地際部からの塩

分の侵入が腐食挙動と機械的性質に及ぼす影響について調査する予定である． 
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図 1 各試験液中における腐食重量減少量 図 2 セメント抽出液中における腐食重量減少量 
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